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静詞地学 75号 (1997)

8 コ (その)

静岡県地学会コロラドチ1¥1地学巡検匡卒

デンバーの自然史博物館

まず、規模の大きいことに驚いた。デンバーの人口は浜松市とほぼ同じにもかかわらずこの博物館

の大きさは、東京の国立科学博物館なみであった。 8月5日の午前、今呂の参加者メンバー全員 14名

とジョン博士とお嬢さんのキャシー(中 1)助手のケンドルで博物館で行われている特別展、 Prehis-

toric J ourney (存史以前の旅)の展示を見学した。

博物館に入るとまずティラノザウルスレックスの実物大のレプリカが自に入った。この展示は大変

動的にレイアウトされていた。恐竜の化石が豊富にあるアメリカでもさすがにTレツクス

ることがうかがえた。生命の歴史の展示で 1番の人気はやはり恐竜である O ステゴザ

ウルスの骨格標本では喉の所にプロテクターとなるものが復元されて取り付けられていた。これはつ

い最近の研究によってわかってきたとのことである O このことはこのコーナーで説明していた博物館

の人からうかがった。

デンバーの博物館でさすがだなと思ったのは、この解説者のいることである O この特別展のコ

には何人かの解説者が働いていた。 博物館の所員なのか、ボランティアなのかよくわからなかったが、

ボランティアだとすれば大変よく勉強している O その他、実物の化石にふれるコーナーがあり、ティ

ラノザウルスの実物の牙にさわったり恐竜の糞石にふれたりして子供述が喜んでいるのが印象的で

あっん O

さらに学ぶべきは、この博物館が調査、研究、発揖まで行っていること

どの化石のほとんどが、この博物館が中心となって発掘し、クリーニン

されている恐

入研究をしたの

ち していることである O 博物館の中にそのため った。さらに、 とも

共同研究を進めているようであっ ι

アメリカの一般大衆への科学教育について

今回の巡検のなかで強く感じたこと アメリカで

いているということである O デンバー郊外で恐竜の足跡の残るそリソ

したとき、およびブラックキャニオン渓谷を見学したとき、主る所

されていたことに感銘を受けた。

また、露頭が道路ぞ、いに到るところで見られることに改め

いへんで、ある O まず、 は、誌とんどすべてコンクリート
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としてしっかりと根付

シユブ

ることは

き付けら いて



見れない。これでは、地学に対して一般の人が興味を持つことは困難である O アメリカで

るところで自に付くので一般の人も地!習に興味を持つようである O そのためか、ガソリンスタンドで

地図といっしょに地質図が売られているところがあった。ちなみに、地質図の値段は地図とほとんど

同じである O そのガソリンスタンドでは、地層、岩石、鉱物、化石など地学関係のハンドブックが多

られていた。

ロックショップの多さにも驚いた。コ口ラドチト!という

観光地には必ず口ツクショップがあり、

関係の本も多数置かれていたO 日本の観光地に

もあるのだろうが、ちょっとした町や

げものとして売られてい八-0

いる、みやげ物の感覚でおい

'7" 

<-

:l Tsがらも、

く感じた。

ってしまった。まで売られていて、これはほんとに売っていていいのかと

アメリカでは自然科学が大衆からしっかり支持されていること

8月 7日 (71<)

8 : 30コンドミニアム

という町の高約 2kmのところ

クレステッド@ピュートとガニソンの関のオールモント (Almont)

るO ラミナの発達した白い砂岩(写真 1) 

(Entrada Formation) と呼ばれているものであるとの説

ら、砂岩の成因(すなわち、雪 Riverヲ Sandduneのい

は、

ジュラ紀初期に形成されたエントラー

明があった。そして、ダンケイ

l ト(Almont) 一一ノ

るということ

、エント

、先カンブ

に、この

ように 、アメリ

2 とこζントラー
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静岡地学 75号(1997)

カ大陸の規模の大きさに驚かされ、日本では採取できない古い岩石のサンプリングに夢中になった。

ここでまた、ダンケイズ博士から質問が出された。この露頭では、先カンブリア時代の岩石の上に、

ジュラ紀の地層が不整合で堆積しており、古生代の地罵が全く欠落している O この理由を考えろとい

うもので、古生代の地層の堆積はなかったのか、それとも、堆積はあったが侵食され欠如しているの

かを考えながら次の露頭へと進んだ。

今度は、エントラー夕、層の上位の地震で、ジュラ紀後期のそりソン層 (MorrisonFormation)を観

察する O そりソン躍は、 3色 (gree九 red警 tin…color)の頁岩(写真 3)からなり、その色の特徴か

ら8月5日"6日にも観察しているのがすぐに思い出された。 greenはFeOに、 redはFeZ03に富み、

tin-colorはFeZ03が少ないために、このような色を呈するのだという O また、そりソン層は、ドライ

したエントラーダ層とは異なり、ウェットな環境下で堆積したものである O

ここで、ダンケイズ博士から、ジュラ紀に起こった堆積環境の変化について説明があった。博士は、

ら大きなスケッチブックを取り出すと、ボンネットの上に広げ、イラストを描きながら、大変わ

かりやすく説明してくれた(写真り O ジュラ紀の初め、コロラドチ1¥1の西には、大きな山脈があり、

に乗って酉から湿った空気が運ばれてきても、山脈にさえぎられ、このあたり一帯には広大な砂

漠が広がっていた。こうして形成されたのが、エントラーダ層の砂漠の砂岩である(鴎 1) 0 それから

約 2500万年後、ジュラ紀の後半になると、山脈は浸少食によって剖られ、低くなっていった。そうする

3 モリソ

1 .エントう
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も山を越え、コロラドチ[¥1にも雨を降らせるよう

と変化し、氾濫原で堆積形成されたのが、

られたデーターから仮説を立て、古環境の復

くスケールの大き

まで山脈によってさえぎられていた湿ったと、

ドラ千な環境からウェット

このように、モリソン層の貰岩である(図 2)0

元モデルを作り

こうして、になった O

はわして以来久しぶりにしていく、

次の場所は、オーノレモントの北東に位置するセメント渓谷 (CementCreel玉)である O

で夕、ンケイズ博士から、さきほどの質問がなされた。エントラーダ層の下位に古生代の地層はあっ

えは、古生代の地層はあった。これからその地躍を見に行こうというのである O

初めにセメント渓谷の西で古生代

代の花街岩の上に、カンブリア紀のクォ

O bアくわくしな治まら

たのか否かo

先カンブリアした。絶対年代で 10

(Sawatch Formation)、オルドツァイトであるサワッチ

(Manitou Formation)、石炭紀前期(ミシシッピ紀:Mississippian)のレツ

時この地域は熱帯これらの岩石の存在から、

れぞれの岩石のサンプリングのあと、

された。

ニトウ

(Leadville Limestone) 

であることが推測される O

ピス

ド

セメントの海 (ToropicalSeas) 

となった。
、タ師 、伊
L吋L.渓谷の上流へと進み、

さきほどのサで、
Yフ働 、9・
L. ¥..叩われた。閤

レッドピル石灰岩の上位にあたり、石炭紀後期(ペンシルベニア紀:Pennsylvanian)からワッ

は、O 夕、ンケイ(Maroon Formation)と呼ばれるものであっされたマルー

ォクきfこ、しさきほみると、れた。るようにを
、伊
L. 

きが始まった。

この地域には、先カンブ

紀から石炭紀前期

シルル紀の地層はない。)そして石炭紀後期(ペンシルベニア紀)に大

と地溝が形成された。(図 3) 

にあたる部分が、現在のオールモント地域であり、地溝の部分が、

され形成された擦岩であることがされ、ツァイト

るロ
u

これらのことから、わかった。

り出すと、

カンブリき、しどリア

(ただし、した。

という O

セメント渓谷地域である O 地

をペンシルベニアこのこり、

門的問

. 唱亀

議警護
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e 
e 
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図4.マjレ一層の堆積

塁の部分は、古ロッキー山脈 (AncientRocky Mountain)であり、石炭紀後期(ペンシルベニア紀)

~二畳紀にかけて浸食され、その砕屑物がセメント渓谷地域に堆積し、マルーン躍となった。(図 4) 

その後、コロラド地域には、前述の砂漠が広がり、エントラーダ層が堆積した。(図 5)こうして、オー

ルモント地域には、古生代の地層が欠落し、先カンブリア時代の基盤岩の上に、ジュラ紀の地層が不

なり、セメント渓谷では、先カンブリア時代の基盤の上に、古生代の地躍が堆積しているの

である O ダンケイズ博士の熱のこもった話に耳を傾け、そのスケールの大きな話に、改め

さを感じた。

セメント渓谷を後にして、クレステッド@ピュート

のアーウィン湖 (LakeIrwin)に向かった。セメント

を離れる際、ダンケイズ博士は、このマノレーン擦の穣岩の

をよく覚えておくように言った。私達は、今度は何があ

るのだろうと、期待した。今晩は、このアーウィン湖のほ

とりでデプ婦人がバーベキューをしてくれるといい、これ

も楽しみであった。

{At!陶 ntJ

~紛.d.io訴も

恥CJ).時 計 鰍

函 5.エントラー
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l コ口ラド地域

メサベルデ露群部哲〉

上額出輩記

マンコス藤若手頃岩~結額岩〉

下部自軍記 ダコタ翠群傍題〉

上額ヲユラ記 モリリン露若手頃岩〉

下部ヲユラ記 エントラータ麗欝(@ト漠鎧濃の捗器〉

詑嶺経 (10鐸年諮〉

先カンブリア時代

片溶岩~搭題関畿岩 (17盤年蔀〉



6 アーウイン滞の西、

アーウィン湖の商の山に登り、山頂付近で赤褐

色の擦岩を観察する o (写真 6)ダンケイズ博士か

ら、先ほどのマルーン層の磯岩と同じかどうか質

問があった。色もマノレーン層によく似ているが、

マルー と (vミTasatch For-るワサッ

mation)の磯岩であるという O ワサツ は、今

から 7200万年前頃隆起した、新ロッキ…山脈

(Modern Rocky Moutain)によって形成された

で、マルーン層と同様な方法で形成された

ものであるが、新生代第三紀の暁新世~始新世の、

ずっと新しい である o (新ロッキー山脈は、

1000万年前頃にも、 2度目の隆起をしているが、ワサッチ層は、 1度目の隆起によるものである。)中

生代にはロッキー付近に石灰岩の形成はなく、ワサッチ層の擦の中には、マルーン層とは異なり、

灰岩擦が見られないことが特徴である O

ワサッチ層の観察の後、アーウィン湖のほとりで、バーベキュー

るO 今日一日で、実に 17億年前の先カンプリア時代の岩石から、

キ小 コロラド

しみ、コンドミニアムへと

@中生代そして新生代第三紀

してきたことになる O ってからも

した。(表 1) 

@尚子)

、伊
」つ

しeadville拡山群@工場と鉱物

8/8 (木 Cottonwood峠 (12126feet)太平洋と

物館@鉱山@工場の見学をした。

Hope More鉱山は熱水鉱床の鉱山であるo (図 6参照)7200 

めやら 日取ってきたサンプルくま

(花商関緑岩)

ZnS)、Pyrite

がら、 の名前

Leadville市の博し

に Granodioriteと3500

によりできた熱水鉱床である o Galena (方鉛鉱 PbS)、Shalerite(関亜鉛鉱

FeS2)、Bornite(斑銅鉱 CU5FeS4)などの鉱物とともに金や銀も産出する O

M i .8 S. 

Chafee L.S. 

Lead vill L. S. 

D e v. Shale 

/、三¥、 f¥、 J 、， ¥Swatch S. S. 

7 2施.y. 3 5畿.y. 

granod 0 γt  e 

悶6.Hope More鉱山

PbS (Galena)、ZnS(Sphalerite)、
Cu5FeS4 (Bornite)、Ag、Au、FeS2(Pyrite) 

る

o r d. 

C am. 

Prec昌殿.

フィ 1レタ

Ore 関ineral(鉱石)

crush 

図 7.鉱石から
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われわれは、この鉱山のズリ山で鉱物の採集を

行った。 Pyriteのきれいな結晶などを採集するこ

とができた。静岡高校の坂田算浩先生が鉱物の鑑

に活躍された。

鉱山博物館には、この地域のゴールドラッシュ

持の様子や、当時の採掘方法の展示、産出した

金銀その他多数展示されていたO 日本でも科学博

物館が各地に作られたが、鉱物の展示はあまりさ

れていない。それに対して鉱物関係だけでかなり

の規模の博物館が作ちれているのに きであっ

た。

Anthracite Coal (祭鐙炭〉

国8.Grested Butte近くのGunsight廃坑の断面

次に訪れた BlackCloud はGalena等から硫化鉛が取り出される過担を見学した。

術者が私たちをつれて

れるとのことである O

し、説明をしてくれた。粉砕された鉱石は油と水を使って分離さ

り出された硫化鉛は日本で処理され鉛となり、再びアメリカに輪入され車の

バッテリーなど れるそうである o (密 7

8 9 (金) Crested Butte近くにある Gunsight

の であった O ここも 3400

Granodiorite したことによってでき

水鉱床である O やはり Pyrite雪 Gal出品 Sphalerite

きた。(図 8参照)また、Granodiorite

のボーリングコアを各自拾った。

からは lrwin湖近くにある Owen山

;こ4¥さく

はあったが、きれいなえた品の結晶を多数見つける

ことができ，'-0 

と

8 9 "'-' 8 

も

3000 m近くあり、

も乾燥している

とができ

ペノレセウス

こ/crつ，'-。

を

〉

ノレ ケ

17-

き した。屋外のズリ

7 クレステドピュート山



いらいのことであった。ここに大 を持ってきたら、どれほどすばらしく各種天体

ことができるだろうと思った。

の旅行は地学巡検が目的のため、赤道儀もメカニカノレシャツターのマニュアノレ式カメラも

レンズも全く持参していなかった。そこで、 28~80 ミリ F 3.5-4.7ズームレンズで固定撮影という

o 7はクレステドピュート山と登る星を写したものである O

ニスンからブラックキャニオンヘ(図 9" 10 

1996. 8 .11日、 CrestedButteを南に下り Gunnisonに出て、ガニスン河沿いにハイウェイ 50

を西に進み、 BlackCanyonまでの地質巡検を試みた。

る

ガニスン河をロックヒルダムで寝止めて生じた

進む。眼前の岩壁には、淡い紫、緑、褐色をみせる

rBlue Mesa LakeJに沿って北側の道を

ジュラ紀の Morrisonformationの頁岩、粘

上部には白亜紀の Dakotasandstoneを挟んでWestElk Brecciaと呼ばれる火山

角擦岩が caprockとして表層を覆うのが仰ぎ見られる O

湖 rBlueMesa LakeJを途中で南側に渡ると、湖面を通して対岸には、湖面に鮮やかな彩色

すMorrisonformationの頁岩、粘板岩などの上にテーブル状にのる WestElk Brecciaのcaprock 

が見事な地形「メサjを創り出しているのが望まれる o rメサjの末端の地形には、 caprockを開析、

した rc註stleRockJ と呼ばれる尖塔状や円錐状の土柱が遠望できる(写真 8)0

ガニスン川を壊止めたロックヒノレダムの下流の谷の援には、東西方向に延びる cimarronfaultで持

ち上げられ、侵食された露出した先カンブリア時代の変成岩の片麻岩や結晶片岩、これを貫く

やペグマタイト 流れ下り、広大な BlackCanyonを

形成している o Canyonが下刻する平坦な地形面には、コロラドの多くのそニュメントの cap

rockと同様に D計三otasandstoneが拡がり、その上には、南部を中心に白亜紀の MancosShaleがこ

れを覆うのが見られる O しかし、その上部はやはり WestElk Brecciaのcaprock (写真 9) 

れているようで、平坦な地形面は失われることなし見渡す限り広がるのが見られた。

8 Castle Rockと呼ばれる尖塔状の土柱 9 West Elk 8recciaのcaprockの様子

f8lue Mesa 
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ンまで)国9.ハイウェイ50号線沿いの地震図(ガニスンからブラックキャー

.52mMωmwFんの

mesa 

をガニスン川沿いにハイウェイ 50

つ山噴出物にみ、

道路の北関の露頭には、北の WestElk火山た。

Elk 

らか

West し

い玄武岩の

前に以から 2，500万

Breccia 

図10.ガニスンJIIを南北に横断する地質軒面図

(Cimarron fault村近)

出した様子をみい出さい凝灰質部分から

伊豆の火 てをとせ、

いアこ O

にしても、していた。い火山 SanJuansから

はガニスン河流域の中生代ジュラ紀の Morrisonforn1ation 高火山からの火

ユcaprocl三の役目をどのlVlancos Shale Dakota sandstonε、

出していた。湖 iBlueMεsa L設keJ周辺のメサの地形し、

テーブル念
品われ、

19 
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(図81ack Canyon 

出す。リア代の BlackCanyon片麻岩が、渓谷沿いにブルーメサダムの西{期から、先カン

に30km流れ、 700m もの谷Black Canyonはダムの西の片麻岩からなる 60mの谷から始まり、

に見られる fBlackCanyonGneissJ を下刻する大1峡谷を形成する O

は広範囲にわたっいる O関石、緑泥石を伴うの母、

いる Oペク、マタイトの岩脈

N ational parkと76のに、 49のしさや珍ししアメリカに

のうちアリゾナ州にあるグランドキャニオンは私たち日物 National Mounmentがある O

はグラ1つで、コロラドリ、[¥1にあるブラックキャニオンは人にもよく知られている O

とである Oにみり小さいが、水の侵食作用によって作られた地形ンドキャニオン

によって青5らコロラドJf[の上流にあるガニソンJf[よそ 200~300この峡谷は

さ520m~730 lTI Vこ及び¥Jf[幅は狭いところで 12mしかない。

リア時代から、の露出がよく先カンは植生がない

成され、

をま

きる O

グランドキャニオンのI峡谷の底部にあは、けるプレカンブリア時イ党ンにブラックキャニ

これらのしているものとたいへん似ている O山脈の東部地域の中心部にロッキるものと
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ガニソン111のi峡谷

片蘇岩の岸壁に播かれたピンク色の花関

は、アメリカ る もの るO

は 13.5 内

るO

っしメゴFFV)J=戸笠主 ると、 し

り

も さ るO

ノてスを り、 100m し3 o j[ ら げると

り ってい O り ると

ン よりこ

ると

ロッ

8 ロツ 7 : 30 

らスキ り北のゴシック山

山 る

山と った。こ

ムをつくり つ いる O

ここで 自

るO

トルス (シ の研i

さ ロー マリー と

リソン、 ン エブー ャリ ン e トノレスについ ラミ
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キャリオン e ビートルスは申虫目シデムシ科の昆虫で、日本では北海道位の緯度に生息している O

死肉を見つけ土の中に埋め込み産卵して子育てをすることより別名埋葬虫と言われている O キャリオ

ン@ビートルスの親は鼠が死ぬと 2マイル以内の行動範囲で死後一時間以内の速さで素早く死骸を発

しi睦雄が協力して、鼠の腹の上と下に由り初めに液を出し三ちを溶かす。次に化学物質を吹きかけて

腐食を止める O 次に鼠を丸い団子状にしてから下の土を柔らかくして土の中に鼠の死骸を数インチ引

き込み 10~30 儲の卵を産みつけ雌雄で子育てをする O この作業は夜間ハエが卵を産みつけて肉を横取

りされないように行う O 親は解化した幼虫に肉を食べ消化してから与える O 親は 1週間子育てをして

飛び去り 1シーズンで死ぬ。幼虫は 1か月で成虫となり、冬は凍土の下までもぐり成虫で越冬をする O

き缶の中でも観察ができ、甲虫の採集には肉片を投げて置けばすぐに集まってくる研究に適した動

物である O

(2) 樫の突を食べるアリ、レプトソラックス Leptothoraxの研究

アリの研究については、ジェイ@エパンス (Dr.J ay Evansユタ州立大学)先生のスライドによる

興味ある説明を受ける O アリは昆虫類、の中で社会生活をし、種内に独特のコミュニケーションの手段

を持ち、本能行動だけでなく知能行動もする謎が多く魅力のある動物である O

研究されているアリは寒い山岳地帯に生息し、カシの実を餌とする大きさ 2mmの小型のアリで行

動半径が 1m と極めて狭い範囲の珍しいアリである O 飼育箱はプラスチックでできた深さ 15cm、縦

40cm位の籍を使っている O 巣は餌育籍の底を半分程毛糸で四角に枠を作りーか所開けておく。そ

の上に透明のプラスチックをかぶせボンドで張りつけて置けば毛糸の太さの空間の巣ができる O 関

部は出入り口となり、巣が透明のプラスチックでできているため巣の中のアリの行動が良く観察でき

るO 箱の壁面にはアりが逃げないようにワセリンを塗っておく O アリのコロニーの観察をすることに

より、種内の様々なコミュニケーションの研究。敵と味方の判別。同じ種でもコロニーが違うとどう

して戦いが起こるのか。他の動物との共生等興味ある研究がある O 複数の女王アリが生まれると戦い

が起こるという O リが雄アリとの 2 nの働きアりを産み、

働きアりは、ミツバチと異なり産卵をすることができる O

には適した素材である O

(3) ジョンハート (Dr.John Harte)先生の地球温暖化と

7.r:主
ブし

nの志住アリを

いアリで研究用

についての研

現在の地球大気は、部暦 2050年までに空気中の CO2とC孔量が 360ppm →500 ppmに増加すると

し、溢暖化現象により過去 10年間で平均 0.3
0
C上昇していることから、このまま放置すると

2050 年に 1.5
0

C 気溢が上昇すると予測している O ここでは西麿 2040 年に 1.4~4.50C 上昇すると予想

するモデルを考えて、平均気温が上がり植物の成長にどのような影響を与えるか、環境面より研究を

進めデーターをとっている O 野外の自然の状態の中で赤外線を賠射して地温を上げ、 1991年より

を観察してデーターを取っている。研究に

めている O

して 6年間で 180
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研究対象は 3種で①潅木、②革本の花、③イネ科の草本が研究対象になっている O

① shrubs潅木、

結果 日光の吸収率大きく、

② forbs草本の花、

日光の吸収率少なく、

③ grassesイネ科(芝)

成長に変化が見られない。

成長が良い。 成長が低下する O

科学技術の進歩は、私たちの生活を便利にして様々な利益をもたらした。しかし、反面では生物が

住む地球環境に様々な問題を引き起こした。緑が失われ生態系が崩れ地球規模で砂漠化が進行してい

るO 生物、鉱物資源の乱用と枯港。自然の浄化力を上回る廃棄物の投棄と自然では分解し難い物質の

廃棄。農薬や有害物質のように生態に取り込み易く、残留して障害を起こす物質の使用と

化炭素やアロン等水や空気の成分比を変える物質が多量に排出する問題等。生物が生活している地球、

生態系の基盤となる地球環境について真剣に考えなくてはならない時代に入ってきている O ロッキー

山脈生物学実験所では、こうした地球環境問題を考え生態系を中心とした価値ある研究が進められて

いる O

口ッキー山脈、コ口

北アメリカ

帯である O

ドの植物

の巡検は、デンバーより

山脈の南部ロッキーは、 3000~4000 m級の山が連なる

350 kn1走ったクレステドビュート市人口 15210入、

ト山 3658mを巡検した。この辺りは氷河期に山を覆った

したカール地形が各所で、見られる O 山岳より雪解け水が惨み出てせせらぎとなり、

るロッ

約 2700m

氷河が山地

カールの底を緩やに蛇行しながら流れている O 低地ではそレーンで堰止められた湖やビーバーダムが

みられる O 夕、ムには枝が積み上げられピパーが巣をつくっていた。j[[の上流では山岳から渉み出た水

をロックヒルダムを築いて溜め保養地として利用している O 水はダムにより調整され疹み出た水が安

17~18 

は赤い岩肌が自

るO 日本の土地に見ちれる植物が良く

チ1¥[名の語源スペイン語の赤し

た土が乗っている

と赤土が広がる大地であった。土は浅く山は岩山の表面にわずかに風化し

れも瓦擦混じりの土地である O 器地には氷河や流水の授食、運搬により

られた。デンバー近くでは、海進の海に堆積しじりし

られた。

植物

している

ユた大地アメリカのイメージと

し山頂まで覆っている O

っている O は出演の岩肌

し あ 念
J
伊 して

いる O

ンパーで、

している O

クレス

10. 、1月が-0.90C、?丹が 23.TCと

365.7mm と少なく 4~8 月にかけて 40~50mm

ンノてーより 60C

8 ま り、合 より

も

ス

は

まるといる け、 11
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うO 巡検中 10日間で2度午後にわか雨ι遭うが長くは降らず直ぐに止んだ。風は日本と曜い

であるも少なく穏やかである O 空にはふんわりとした積雲が連なっている O

クレステドビュートは山岳地帯であるが気温は、夏は暑からず¥冬もあまり厳しくないという O 雨

は少ないが降る O これも五大湖と周辺の温地地帯より水の供給によることが大きいのではないかと

える O 広大なアメリカ大陸の水の循環は海よりの供給は極めて少なく陸地よりの蒸発による O その殆

どが植物の蒸散によっている O 水の循環で大切な植物が良く残っていることが、気候を和らげ雨をも

らしている O

は宿泊地の北のスレートクリーク の比較的水分の多し 口
M られるヤナギの

に似た紅紫色の花をつけたヤナギラン、 にみられるコパイケイソウ、日本に帰化植物になっ

ているギシギシ、タンポポも見られる O 名前に相応しいモニュメントプランツが 1m以上すっくと伸

びている O 丹、!の花で水色の美しいブルーカ口ンパインは、日本のオダマキで等片、花弁共 5枚である

が、日本のオダマキは、専片、花弁、花弁の後ろの距(キョ)が内側に曲がり、花弁は 5枚が立ち上

がり筒状に重なっているが、コロラドのカ口ンパインは花は開き、距は外に長く伸び開いている O 谷

のやや乾燥した土地に生えているナラの木は、長楕円形の葉が 4~6 か所大きく切れ込んでカシワ

を縦に引き伸ばしたような形をしている O 共通の祖先をもっ植物の穏も長い間地理的に離れ混じ

りあうことなく別々の進化をすると、形態的に大きく変わるものだと実感した。やや乾燥した砂棟地

には ョウ科のイワシャジン つけている O やや小形の

O 

谷川の源流域では山岳に遅くまで残った残雪が少しづっ溶け、地下水を供給するので草涼や森林に

いる O しかし、市街地に近い間や低い山が並ぶ、地帯では山岳からの水の供給が少なし JI[は

低地を蛇行しながら流れ、;r[より一定の高さまで水を潤し緑が濃く革本植物は長く繁っているが、{岳

地より数 10cmから 1m位高くなると横に定規で線をヲlいたように乾燥化し植物はf様を失い乾燥し

た土地となっている Oそこには砂漠に生えるセェジプラッシィやウチワサボテンの仲間が生えている O

山の草原地帯から山を包むように湿り気のある出では、トウヒやシラピソ、マツの仲間が森をつ

くっている O やや乾燥した土地では白い樹肌が美しいアスピン(セイヨウハコヤナギ)の美林が続い

いる O やや乾燥した土地では、日本と違い太陽の直射の少ない北の斜面に背分けをしたよう

が広がっているのも

ろう O

伐採して

うO しかし、クレステドビュート市は

め農作物の栽培には適さない。従って牧場はある

のは 100

れていたであ

くために木を

かである O クレステドビュート

り2ll1以上もあるアスピンの森と

メリカの大森林と大草原が広がる雄大

けるナショナノレブオ

に広がる針葉樹の美しし

させてくれた。(写真 12)

レストの森では、

あり 100年前のア

ロッキーの山岳地帯での樹木の遷移は、先駆樹木のアスピンが点、々と生え、アスピンが島状に群落

をつくる O その開に陽樹の赤松が生えてくる O 森、が密になると陰樹の redfir (レッドブア)アカモミ
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クリストJ11の河畔で昼食をとる O 小さな木の実

が入ったパンのサンドウィッチ、果物、甘し

そしてジュース(コーラ類)の 4点セット

にも慣れ、この昧も場所の景色で随分と違うもの

であると思った。ここの広場では、

子供の彫刻祭が開催されたとのことであった。

われているのである O マーベ

ルから大理石を採掘している鉱山まで登る O 沢の

は自く、清く澄んだ水が流れ喉の乾きを知らせ

るO 鉱山に近づくにつれ小径の原岩が接触変成作

用を受けて漸近的に変成されているのが観察でき

シルダイワ

た。黒い貫入岩の岩脈に、突然採掘されて、地上に顔を出した純白な大理石がまぶしい程に自に入る O

きであった(写真 14)0 この白さは、元岩(レッドピル石灰岩)が貫入岩(第三紀、約 3000万年前)

の熱による変成を受けたとき、完全に炭素分が系外に出てしまったためである O 勾配が大変急、な山道

ると鉱山に着く O 山脈にポッカリ開けられた

入り口がある O 小さいが、なかに入っ

きな洞窟になり今までに大量の大理石が採掘され

たことを示すものであった。ここからは採掘現場

に行くことはできず、地底からの軍機のエンジン

き渡り採掘している現場が近くにあること

を知らせてくれた。工夫など関係者の出入り口は

他にあるようである o 1時間程、掘り出された大

しさにみとれ、また方解石の大型の結晶

を探したりした。

この は、ユ

く、例えば、リンカ

大理お鉱山で採掘された純自な大理石

どの彫刻材料として利用さ

れている O レッドストーンに寄り、彫刻材料として利用している彫刻家エリック@ジョンソン氏のア

トリエを見学、聞い岩石の表面に微妙な曲線を付けて、あの高名なミケランジエロのタヴィデ像やピ

エタに表現を近付けようとしているようであった。完成を期待する O また、町の入り

に赤い色のマルーン層(古生代お炭紀から二畳紀、約 3億年前)があり、見事なクロスラミナ

できた。クレステッデビュートの町へ帰路急ぐ。

(加藤和男)
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